
第1265回例会　2017年8月2日 №1235号

会長時間

　　会長　　古谷 幸一

みなさま、こんにちは。一週間のご無沙汰です。体調にお変わり御座い

ませんか？ さて、本日は国際ロータリー第2710地区ガバナー藤中 秀

幸 様をお迎えする公式訪問日です。早速、本日お越しの皆様方のご

紹介をさせて頂きます。最初にガバナー藤中 秀幸様、そのお隣は随行

幹事 菊重 隆之様、続きましてガバナー補佐奥芝 隆様、最後に補佐幹事 岡本忠文様の4名です。皆様

には、猛暑の中、連日各ロータリークラブのご訪問でお疲れとは存じますが、今日1日宜しくお願い申し

上げます。後ほど、ゆっくりとお話をお伺いさせて頂き、我がクラブのこれからの指針にさせて頂きたいと

思います。皆様には卓話をお楽しみにお待ち下さい。 また、先週仮入会頂きました高橋さん、貞徳さん

の正式入会式をこの後、挙げさせて頂きます。これも後程、幹事より案内が有りますのでよろしくお願い

致します。 尚、本日は例会に続きガバナー様を交えてのクラブ協議会には全員参加をお願いしていま

す。少し長い時間ですが最後までお付き合い宜しくお願い致します。終わります。 

今回の例会（８月９日）

ゲ ス ト 卓 話

広島北ロータリークラブ

山本 忠男 樣

次回の例会（８月２３日）

会 員 卓 話

会員選考委員会 委員長

賀谷 俊幸 会員

出席報告
（例会運営委員会）

8月2日(水)出席者

会員総数 52名

出席会員 40名

欠席会員 12名

ご来賓 4名

ご来客 5名

ゲスト 1名

来客者紹介
（親睦家族委員会）

8月2日(水)出席者

広島南ＲＣ 1名

広島北ＲＣ 3名

広島安佐ＲＣ 1名

幹事報告（井上進）

■休会

・ ８月７日(月) 広島廿日市ＲＣ

・ ８月１４日(月) 広島東南ＲＣ、広島中央ＲＣ、
広島廿日市ＲＣ

・ ８月１５日(火) 広島ＲＣ、広島西南ＲＣ、広島安芸ＲＣ

・ ８月１６日(水) 広島東ＲＣ

・ ８月１７日(木) 広島北ＲＣ、広島西ＲＣ、広島安佐ＲＣ

■例会変更

・ 広島安佐ＲＣ 「夏の家族会」

【と　き】　８月２日(水) １７：３０～　[※8/3(木)の変更]

【ところ】　マツダスタジアム 

・ 広島南ＲＣ 「新会員歓迎夜間例会」

【と　き】　８月２５日(金) １８：００～　[※同日変更]

【ところ】　リーガロイヤルホテル広島 

■お知らせ

・ 本日例会終了後13：40より藤中ガバナー様をお迎えしての

フォーラムを「音戸の間」にて開催いたします。資料一式を

全員に配布しておりますので、ご確認下さい。例会着用の
ネームプレートはフォーラム終了まで着用でお願いします。 

・ 創立２７周年記念夜間例会のご案内を配布しております。

ご回答は回覧にてお願い致します。

【と　き】　９月１３日(水) １８：３０～
【ところ】　リーガロイヤルホテル広島 

・ ガバナー月信とロータリーの友（８月号）と会員名簿手帳版

を配布しております。 

・ 最後に、昨日、国際ロータリーの事務局から連絡があった

のですが、ここ数日、ＲＩ会長の名前で詐欺メールが発信さ

れているとのことです。もし皆様にメール受信があった場

合、返信などの対応をされないようにお願いします。 

【例会】　毎週水曜日(12:30～13:30)　／　リーガロイヤルホテル広島（広島市中区基町6-78）　／　082-502-1121

【会長】古谷 幸一 【事務所】広島市中区基町6-78 リーガロイヤルホテル広島13F 【TEL】082-221-4894
【幹事】井上 進 【ホームページ】http://www.ryohoku-rc.jp/ 【FAX】082-221-4870
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国際ロータリー第２７１０地区　2017-18年度ガバナー

藤中 秀幸　様 

2017-18年度の第2710地区ガバナー、岩国中央ロータリークラブの藤中でご

ざいます。今年度、微力ながら皆様と共にロータリー活動の推進に全力で取

り組んで参りますので、ご支援・ご協力の程よろしくお願い申し上げます。 本

日は会長、幹事様をはじめ皆様から友情あふれる温かい歓迎を賜り、心から

感謝申し上げます。 

さて、国際ロータリーの当地区における唯一の役員であるガバナーには公式

訪問に際して、イアンＨ．Ｓ．ライズリーRI会長が掲げられたRIテーマ及び会

長強調事項を伝達するという大きな義務が科されています。 

RI会長は1月に開催された国際協議会で次のテーマを掲げられました。 

「ROTARY：MAKING A DIFFERENCE」

「ロータリー：変化をもたらす」 

RI会長は、国際協議会において20年前の自らのガバナーとしての1年間を振り返り、「ロータリアンの仲間たち

と過した365日が私の人生を変えました。その1年間に、ロータリーの奉仕によって可能となった変化、即ち、そ

の奉仕活動の対象となった人々や地域社会の変化を目の当たりにし、自分がしっかりと役目を果たせば、地

区が人々の人生のみならず自分自身に変化をもたらすことを知りました。」と語り、ロータリーが末永く存続し、

その重点分野と計画立案において持続可能性と継続性を保つためには、国際ロータリー理事会が戦略計画

で定めた3つの戦略的優先事項、(1)クラブのサポートと強化(2)人道的奉仕の重点化と増加(3)ロータリーの公

共イメージと認知度の向上を達成することが大切であると強調され、更に環境問題を踏まえ地球の持続可能

性についても触れられ、「環境に対する良心」を呼び起こしたいとロータリアン一人が少なくとも一本の植樹を

するよう提唱されました。

そして「ロータリーとは何ですか？」という問いに対して、私たちは行動をもって応えたい。奉仕を通じて変化を

もたらすことによって！と述べられ具体的目標を提示されました。主な目標は 

1．クラブのサポートと強化について 

イ.ロータリークラブ・セントラルの積極的活用 

クラブの目標と達成状況を知ることができ、クラブの意欲を喚起することができる。また、マイ・ロータリー

を通してロータリーの貴重なリソースの活用ができる。 

ロ.クラブの具体的な課題としては、 

①男女会員のバランス

②ロータリアンの平均年齢が問題です。 

1989年規定審議会がロータリーに女性の入会を認める採決をして28年経ちます。しかし、女性会員

の割合は20％強に過ぎず、本年度ガバナー539名のうち女性は103名、19．1％です。又、40歳未満

の会員も報告済み会員のわずかに5％、会員の大半が60歳以上。組織の繁栄、永続性にとってこれ

らの問題に優先的に取り掛かる必要があります。 

2.人道的奉仕の重点化と増加について 

ロータリーには6つの重点分野があり、そのすべてに不可欠な要素の一つが「持続可能性」です。 ポリオ

撲滅活動は、ロータリーのあらゆる奉仕のモデルとなるべき活動で他団体とパートナーシップを組むこと

で世界に対して奉仕のインパクトを大きくする最善の方法となっています。 

3.公共イメージの向上は、これらクラブのサポートと強化、そして人的奉仕の重点化と増加と相俟って、ロー

タリーとは何か、どんな活動をしているのかをより良く伝えることにより、ロータリーにふさわしい新会員の

入会を増やすことができ、ロータリーの奉仕でより大きな成果を上げるために協力するパートナー団体を

増やすことができます。 

RI会長賞は、地元や海外の地域社会で変化をもたらしているクラブの貢献を称える重要な賞です。会長賞を

めざすことによって、クラブが元気に、そして地域が元気になります。是非とも会長賞をめざし、活発な活動を

お願い致します。その際には、皆様の活動状況を、ロータリークラブ・セントラルを利用して記録し、進捗状況

を把握して下さい。 
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奉仕活動に費やした時間と資金を、ロータリークラブ・セントラルを使用することによりRIも皆様の活動状況を

知ることができ、それがRI会長賞につながります。マイロータリー及びロータリークラブセントラルの積極的な活

用をお願い致します。 

次に、2710地区の活動方針についてです。2017-18年度、私はガバナー信条として「時代の変化の先頭に立

とう!!　ロータリーの心で地域の創生を!!」掲げました。目標は「ロータリーの元気は地域の元気」です。 

今日の世界と日本の政治、経済、社会の劇的な変化を鑑みたとき、私たち自身も変化する必要があります。

将に「不易流行」です。先達が数々の経験から学び築き上げ、そして世界に拡がったロータリー。その基本理

念であるロータリーの目的、また、中核的価値観である親睦、高潔性、多様性、奉仕、リーダーシップをしっか

りと認識しながら、少子高齢化、グローバル化が日々進展する地域社会でどのようなロータリー活動を行うべき

か。 

私は、10の重点運営方針を掲げました。

2016年規定審議会で決定されたクラブ運営の柔軟性は、活力あるクラブにする為に是非とも検討して頂きた

い事項です。クラブの置かれている状況により対応は異なるでしょう。女性会員や若い会員の増強も負担の軽

減、例会の実施方法等の変更により大きくなる可能性があります。

クラブ間やグループ間の連携も重要です。互いに共感し合える活動を連携し、地域社会により大きなインパク

トを与えることができます。地域社会で奉仕活動するボランティア団体やNPO法人等との協力も必要です。田

原直前ガバナーの提唱されたがん予防の普及・推進も2年目に入ります。次代を担う青少年に対し適切なが

ん予防を普及することは極めて大切な活動です。行政や医師会、教育委員会、父兄会等との連携は不可欠

です。

米山奨学生やローターアクター、インターアクターの協力を求めての合同活動もクラブの活性化につながりま

す。ローターアクターは、今組織の維持に真摯に取り組んでいます。提唱クラブに限らずそれ以外のクラブも

ローターアクターを招くなど応援して頂ければ幸いです。活力あるすばらしい青年達です。よろしくお願い致し

ます。財団については、ボリビアの水頭症への支援を、地区20クラブが参加して合同グローバル補助金として

申請できたことに財団委員会をはじめ関係者の皆様に心から敬意を表します。今後も、補助金申請していな

かったクラブにも呼びかけ、合同プロジェクトができるようになれば、ロータリーが地域や世界ですばらしい奉

仕活動を行っていることが実感でき、ロータリーの幅の広さ、そして奥深さを知ることになり、財団への理解が

もっと深まると思います。

このように、世界や地域社会に寄り添った奉仕活動を通して、公共イメージと認知度の向上を図ることができ

れば、会員増強にも大きく寄与するものと思います。

クラブの将来を考える戦略計画委員会の役割りも重要です。5年先、10年先のクラブのあるべき姿を思い描き

ながらこれまでの活動を棚卸し、クラブの英知としての役割りを果たして下さい。

最後に、ロータリーの知的資産の蓄積と活用です。ロータリアンが充実感の持てた、他クラブにも誇れる奉仕

活動、感動を受けた卓話等を地区公共イメージ委員会に報告して下さい。地区のホームページ、ロータリーの

友等を通して紹介し、優秀な作品はガバナー特別賞を創設して進呈します。 

ロータリアンの皆様、ロータリーの元気が地域の元気です。多くのロータリアンが地域のリーダーとして活躍し

ています。皆様のクラブの特性を活かし、活力あるクラブにするためには連携と共感がキーワードになります。 

ロータリーの未来を語り合い、地域社会に、そして私達自身に変化をもたらす活動を展開して行きましょう。ど

うかよろしくお願い致します。 
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正副会 長幹事懇談 会

11時30分より藤中ガバナー、菊重随行幹事、奥芝ガバナー補佐、岡本ガバナー補佐幹事をお

迎えして、正副会長幹事懇談会が開催され、和やかな雰囲気で懇談会が進められました。 

入 会 式

古谷 幸一君、三戸 治郞君の推薦により、貞徳 伸治君、小川 嘉彦君、村上 知史君の推薦により、髙橋 

竜也君が本日入会をされました。古谷会長より四つのテストの盾、会員証、ロータリーネクタイを贈呈し、藤

中ガバナー様よりロータリーバッジをお付けいただきました。ご入会おめでとうございます。 

米 山 奨 学 生  奨 学 金

米山奨学生のアメード･ファイサル君に古谷 幸一会長から８月分奨学金をお渡ししました。 

：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：SMILE BOX

藤中秀幸ガバナー補佐様

お志を頂戴致しました。ありがとうございます。 

古谷幸一 会員

ガバナー 藤中様、随行幹事 菊重様、ガバナー補佐 奥芝様、

ガバナー補佐幹事 岡本様、本日はよろしくお願い致します。 

瀬川長良 会員、井上進 会員、村上知史 会員、
若林孝光 会員

国際ロータリー第２７１０地区ガバナー藤中様、随行幹事 菊重

様、ガバナー補佐 奥芝様、ガバナー補佐幹事 岡本様、本日

はよろしくお願い致します。 

古谷幸一 会員、三戸治郞 会員

貞徳伸治君が本日入会されます。これから宜しくお願いしま

す。 

小川嘉彦 会員、村上知史 会員

本日より髙橋竜也君が入会することになりました。皆さんよろし

くお願いします。 

小林康起 会員、串井武憲 会員

米山奨学生のファイサル君に７月３１日１５時４５分に初めての

子供が誕生しました。２７００グラムの男の子です。おめでとうご

ざいます。 

当日計 48,000円 累計 295,000円
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フ ォ ー ラ ム

例会終了後、藤中ガバナー、菊重ガバナー補佐、奥芝ガバナー補佐幹事、岡本ガバナー補

佐幹事をお迎えして、フォーラムを開催しました。当クラブ初の試み ３テーブルごとに討議する

形で行い、各グループ忌憚のないご意見をお出しいただき有意義な時間になりました。 


